





Discriminant Analysis of Regular and Floating 
Participants in the Pop Marathon Race 
Shuji YAMASHITA， Shinichi DEMURA* and ]inzaburo MATSUZAWA** 
Abstract 
The purpose of this tudy was to detect the characteristics of runners/joggers with the 
continuance and the discontinuance of participating in the road race. Data were collected 
from 1，762 persons who took part in the pop marathon race held in Fukui， ] apan， by 
means of mailed questionnaires in the fal of 1983. Their behavioral intentions about 
regular participating were considered as dependent variables (external criterion). The 
18 items (79 categories) related to the demographic characteristics， geographical or living 
environment， sport aptitude or behavior， participation behavior， communication behavior 
and interpersonal relation were selected a priori as explana~ory variables. 
The Second Formula of Hayashi' s Quantification Scaling was appEed to the data， 
from which following results were obtained: 
1) Regular participants are more likely to have clear reasons for participating. 
Competitive spirit of male participants， however， may be associated with the discontinu-
ance. 
2) First-time participants and floating participants seem to be somewhat the same 
sort of people. But， itdoesn' t always follow that earlier participants are regular 
partici pants. 
3) Regular participants are more likely to occur in the advanced age groups， male 
students or housewives. 
4) Regular participants usual1y do running with neighbors or circle members. 
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5) Regular participants have frequent conversation on marathon race or jogging. 
6) Regular participants (female) are confident in their own fitness. 














































































たものが， Table 1である o
Table 1 
外的基準の設定とサンプル数





























齢 1 (I) 10-19歳 (2) 20-29歳 (3) 30-39歳 (4) 40-49 
歳出) 50-59歳 (6) 60歳以上
業 1 (1) 管理職 (2) 事務職 (3) 作業職 (4) 専門技術職
(5) 主婦専業 (6) 中・高・大学生 (7) その他





(4) 休みがとれるのは 1ヵ月に 1- 2日程度である
(5) 年に数回しか休みの日はつくれない
(1) 非常にある (2) ある (3) どちらともいえない
は) あまりない (5) 全然ない
(1) 非常に上手だと思う (2) 上手だと思う (3) どちら
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ツ行動的要 1 7 運動生活のスタイル
因
8. 参加開始時期の~速 1 (1) 第1幽から参加 (2) 第2凪から参加 (3) 第3固から参加 (4) 第
4回から参加 151第5固から参加 (6) 第6固(今回が初めて)
9 参 加 理 由 I(1)健康や体力の維持増進のため (2) 人と競争するため (3) 走
ることの喜びゃ充実感を求めて (4) 仕事や日常生活にはりあいを
④ロードレー 持たせるため (5) 人と人とのふれあいを求めて (6) その他
スへの参加 10.練習の程度 1(1) ほほ毎日のように(週 3回以上)練習した (2) ときど
行動的要因 き(週 1-2回程度)した (3) ときたま(月 1-2回程
度)した (4) ほとんどしなかった
11.他の都道府県での|I (1) ある (2) ない
レース参加 | 
1 (1) 今年はこの大会だけ (2) あと l回(計2回)
12. 1年聞の参加回数 I(3) あと 2回以上(計3回以上)
13.情 報 源 1 (1) 新聞・ラジオ・テレビを通じて (2) 雑誌を通じて
⑤ロードレー I(3) ポスター・ちらしによって は) 人から伝え聞いて
スに関する 1 (5) たくさんの人が走っている所にたまたま出くわしたこ
コミュニケ とによって (6) その他
ーション行 114.会話の頻度 1 (1) よく話をする (2) あまりしない
動的要因 1 15.助言提供経験 I(1) アドバイスを求められたり，たずねられたリするほう
である (2) そういうことはあまりない
16. ランニング仲間 1 (1) 自分 1人で (2) 家肢の者と (3) 学校や職場の仲間


































































ミニマッ !J:<.的中率 p"'=0.777 
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1-1テ晶 力テゴリー 般反応 市テゴリー レンジ
].]1 値 。
望ま人そ号sJE踏sとまz2ふ聖話れ2や ・増進のため 483 0.174 ロコz z 80 -0.254 c==:: の品人. 書の あにまい守を求宮tめ2てZEせる 283 0.277 1. 588 匡ヨ133 0.288 110 ‘0.008 
141 -1. 282 
z開飴時湖 •• z第'2s45e1 固回か日かから省省制a参隊惨e創劇加
173 0.251 戸===:J
93 0.422 
81 0.322 0.808 
118 0.189 に=
遅速の 219 0.355 
〈今回が初めて〉 525 -0.388 
197 -0.773 
年 20-29 373 -0.0.5 c: 
30-39 318 0.231 1.187 
臣コ40""49 180 0.302 
働 50""59 88 0.414 
6 0歳以上 38 0.157 区=
iL 138 -0.195 EE二二二= • 228 -0.178 205 -0.202 0.730 257 0.083 同業 183 0.529 




ン' 91 0.048 ロ} ー
.の2y初と坊仲間の仲間 234 -0.058 c: ン 55 0.074 1. 188 L 仲間グ 所のの他のサ人ークと ル 42 0.155 28 0.575 
47 -0.594 
zむ  Z詔2後IS・舎やEス種たポー体は帥ツ育あタでラ・プや幽ポなサーに工ーツ行夫ク事ル〉 475 0.085 ロ224 -0.171 0.377 t::::: のをすし各場る当このをと ま自スり い 348 0.098 同
145 -0.278 c==:: 
周囲の理解 理理ど解解ちしてもく〈れてえいる
782 0.100 =コ
といない 382 -0.179 0.483 t::::: 






ス ー・聞てちらしによって 24 -0.322 0.807 
かがの走他をタら伝ってえいいる所てに出くわしたこと 343 -0.088 c: 24. 0.533 
49 -0.374 
話会績度 あよま〈話りをしすないる 538 0.180 戸コ854 -0.131 0.281 t::::: 





14テA カテゴリー 反数応 調予i!lー レンジ
Al1 傭 。
健人走fそ康tや織体争Jと日E力す生の'ふるE鯵梼れたぴ持やめ ・増進のため 172 0.078 戸コ古参加 7 0.888 
.のると臨や人他と の常 にあ寛はい実をり感求あいめを求をて求めてめて
170 0.298 1. 881 ロコ80 0.275 
48 0.085 口
85 -0.782 
i鯵節;82固i圃か〈今らi多回加i が初めて〉 38 -0.081 c: 22 0.221 Eニコ=::J 27 0.381 0.728 u 0.538 
遅速の 80 0.417 戸コ
383 -O. 190 c:::= 
i札 7 ・0.488職 218 -0.189 c: u 0.078 =コ86 0.004 0.934 56 0.485 業 111 -0.128 c: 
52 0.481 
金話額度 あよまく障りをしすないる 206 0.3(8 0.54.5 ロ=コ388 -0.198 c: 
金非あど常aちるまs にある
12 0.879 
体 159 0.275 ニコ
ならりいなといもいえない 225 -0.105 1. 421 EE二= カ 158 -0.098 
17 -0.742 
周囲の理解 理理ど解解ちらししてと も〈れいてえいないる
392 0.121 =コ170 -0.306 0.779 c:::= 
てれている 10 0.473 
145 -0.259 c:::= 
年 20.....29 281 0.0'2 
30..... 3 9 82 0.200 2.178 
=コココ40-49 u 0.183 
齢 50-59 11 0.385 
6 0歳以上 2 1 -1. 784. c:: S 
期待か4をナ〈
いる 388 0.120 =コ
0.373 





80 -0.118 c: 
手まだらり上と いだうえ.tはな恩いわない
238 0.034 1. 533 
ツ 170 0.037 
の前 88 0.072 =コ
ヲ
定学里自校分象 1 者職入で
208 0.094 ロン' 95 -0.020 




































































方向に突出するのがそれである O これは，特に「大学生」の貢献度が高いためと推測できる O
今後このカテゴリーを独立させて険討する必要があるが，ともかく，年齢的な問題もさること
ながら，健康マラソンへの恒常的参加を規定する要因として，職業といっ条件も無視できない
































































あくまでも「見込顧客J (prospective customers) としての意味しか持っていないという見方であ
る。
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